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               論   文   の   要   旨 
  
審査対象論文は、子宮体癌の発癌機構に対して、エピジェネティクスの観点から、検討を加えたもの








































               審   査   の   要   旨 
 
本論文は、子宮体癌の発症と異常 DNAメチル化の関連を追究した成果を示したものであり、一部の子
宮体癌患者の正常組織において、マイクロ RNAをコードするmiR663a遺伝子のプロモーター部分に異
常 DNAメチル化を初めて見出し、報告した点において新規性が高い。この異常 DNAメチル化が発見さ
れた 2例はいずれも、癌部において異常DNAメチル化が高頻度で検出される CIMP陽性の症例であり、
miR663aなどの癌関連遺伝子の異常DNAメチル化が CIMP陽性子宮体癌発症の糸口となっている可能
性を示したことは特筆に値する。さらに、この異常 DNAメチル化、すなわちエピミューテーションの発
見は、癌の早期診断や新しい治療法の開発などへの発展につながる可能性を示した点で科学的かつ応用
的にも価値が高い。
平成29年5月17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
